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国
内

分
断
と
不
寛
容
さ
の
指
摘

強
硬
姿
勢
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ

せ
る
北
朝
鮮
、
西
側
の
民
主
主
義

諸
国
の
揺
ら
ぎ
と
中
国
や
ロ
シ
ア

に
代
表
さ
れ
る
権
威
主
義
国
の
攻

勢
な
ど
を
骨
献
ず
れ
ば
、
今
年
は

世
界
の
混
迷
が
い
っ
そ
う
深
ま
っ

た
1
年
だ
っ
た
。
園
内
問
題
を
巡

っ
て
は
社
会
分
断
や
不
寛
容
さ
が

論
じ
ら
れ
、
国
民
国
家
の
先
行
き

に
不
安
を
抱
か
せ
た
。

(文
化
部
小
林
佑
基
〉

北
朝
鮮
情
勢
の
緊
迫
化
で
、
日

本
は
戦
後
最
大
の
危
機
に
あ
る

と
、
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
た
。

北
朝
鮮
政
治
研
究
の
臨
時
耕
口
氏

が
「
金
正
恩
政
権
は
外
交
戦
に
出

る
か
」
(
『
外
交
』
斜
号
)
で
論

じ
た
よ
う
に
、
北
朝
鮮
の
核
開
発

は
体
制
保
持
を
目
的
と
し
た
不
可

避
の
行
動
で
、
状
況
次
第
で
引
っ

込
め
る
よ
う
な
外
交
カ
l
ド
で
は

な
い
か
ら
だ
。
仮
に
北
朝
鮮
が
核

武
装
を
遂
げ
れ
ば
、
日
本
は
絶
え

ず
脅
さ
れ
、
他
の
独
裁
国
家
や
テ

口
組
織
が
ま
ね
を
す
る
恐
れ
も
あ

る
。
元
海
将
の
香
田
洋
二
氏
は
期

総
「
北
の
核
で
日
本
と
世
界
が
『
火

の
海
』
に
な
る
日
」
(
『
中
央
公
論
』

凶
月
号
)
で
、
米
国
が
そ
れ
を
許

す
は
ず
は
な
く
、
北
朝
鮮
攻
撃
の

可
能
性
が
高
い
と
男
通
し
た
。

同
様
の
論
考
は
多
い
が
、
一
方

で
同
盟
国
の
被
告
な
ど
を
考
え
て

攻
撃
は
で
き
な
い
と
の
見
方
も
根

強
い
。
先
の
磯
崎
氏
は
、
日
本
で

は
危
機
が
必
要
以
上
に
大
き
く
報

じ
ら
れ
た
と
指
摘
。
北
朝
鮮
、
米

国
双
方
の
指
導
者
は
感
情
の
起
伏

が
激
し
く
、
行
動
も
予
想
で
き
な

い
と
危
倶
す
る
論
考
も
あ
っ
た
。

極
右
政
党
の
台
頭
や
独
立
運
動

な
ど
で
欧
米
の
民
主
主
義
諸
国
が

弱
体
化
す
る
一
方
、
権
威
主
義
国

は
体
制
維
持
の
た
め
、
民
主
主
義

香
田
洋
二
氏

宇
野
軍
規
氏

国
へ
の
影
響
力
を
高
め
よ
う
と
大

胆
に
動
い
て
い
る
、
と
も
指
摘
さ

れ
た
。
米
大
統
領
選
へ
の
干
渉
疑

感
も
出
た
ロ
シ
ア
。
国
際
秩
序
の

構
築
や
覇
権
主
義
が
目
立
つ
中

国
。
国
際
機
関
研
究
者
の
ト
ル
ス

テ
ン
・
ベ
ナ
|
氏
は
「
民
主
国
家

に
浸
透
す
る
権
威
主
義
」
(
『
フ

オ
|
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
|
ズ
・
リ

ポ
ー
ト
』
U
月
号
)
で
、
か
つ
て

民
主
主
義
を
広
め
よ
う
と
し
た
欧

米
は
、
権
威
主
義
国
の
「
し
っ
ペ
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めなのかJ (rV 0 i c e J 7月号)
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い荒らすJ(r中央公論J12月号)

返
し
」
を
受
け
て
い
る
と
論
じ
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
富
坂
輔

氏
は

「中
国
務
の
ゆ
く
え
第
引

回
」
(
『
W
e
d
g
e』
日
月
号
)

で
、
中
国
は
欧
米
を
見
て
自
国
モ

デ
ル
に
自
信
を
深
め
て
い
る
と

し
、
別
の
論
考
で
は
、
米
国
に
接

近
し
て
日
本
の
頭
越
し
に
米
中
が

手
を
結
ぶ
可
能
性
も
あ
る
と
指
摘

し
た
。国

際
状
況
が
緊
迫
す
る
中
、
日

本
の
核
政
策
の
再
考
を
促
す
論
考

も
目
立
っ
た
。
主
流
は
非
核
三
原

則
の
う
ち

「持
ち
込
ま
せ
ず
」
の

解
釈
を
広
げ
、
米
国
と
の
共
有
検

討
な
ど
で
抑
止
力
を
高
め
よ
マ
と

い
う
も
の
だ
。
ハ
ド
ソ
ン
研
究
所

首
席
研
究
員
の
日
高
義
樹
氏
は

「改
憲
と
核
装
備
を
求
め
る
ア
メ

リ
カ
」
(
『
V
O
I
C
e』
日
月

号
)
で
、
北
朝
鮮
情
勢
の
切
り
札

と
し
て
、
米
国
の
専
門
家
の
閣
で

日
本
の
核
装
備
を
求
め
る
考
え
が

増
え
て
い
る
と
明
か
し
た
。

〈
〉

圏
内
に
目
を
転
じ
る
と
、
社
会

の
分
断
に
よ
る
連
帯
の
弱
ま
り

ゃ
、
「
正
義
」
に
反
す
る
と
み
な

さ
れ
る
と
徹
底
的
に
た
た
か
れ
る

不
寛
容
さ
が
論
じ
ら
れ
た
。
政
治

学
者
の
宇
野
重
規
氏
は
「
H

ポ
ス
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主と自由の最前線香港・台湾から考

える東アジアの来来J
( r世界J8月号)

.保阪正康×広中一成「日中戦争80年『通

州事件』の謎を解く」

( r文芸春秋J5月号)

ト
真
実
u

時
代
の
言
語
と
政
治
」

(
『
中
央
公
論
』
8
月
号
)
で
、

「
国
民
は
一
体
」
と
の
近
代
国
家

の
前
提
が
婦
ら
ぎ
、
他
者
へ
の
想

像
力
が
及
ば
な
く
な
っ
て
い
る
と

指
摘
。
極
論
が
は
び
こ
必
中
庸
の

人
々
が
沈
黙
し
、
妥
協
点
を
探
る

努
力
な
ど
が
失
わ
れ
た
と
し
た
。

政
治
学
者
の
飯
尾
潤
氏
も

「政

党
政
治
の
本
質
的
な
危
機
の
芽
は

『社
会
を
つ
な
ぐ
力
』
の
弱
ま
り

に
あ
る
」
(
『
J
o
u
r
n
a
l

-
s
m』
6
月
号
)
で
、

L
I
N

E
(ラ
イ
ン
)
な
ど
の
興
隆
が
身

近
な
人
間
関
係
だ
け
を
強
化
し
、

最
終
的
に
「
国
民
統
合
が
空
洞
化

し
、
分
解
し
て
い
く
」
と
論
じ
た
。

絡
差
や
貧
困
な
ど
生
活
に
関
わ

る
問
題
に
加
え
、
人
口
減
少
に
関

連
す
る
新
た
な
課
題
も
浮
上
。
空

き
家
や
所
有
者
不
明
の
土
地
が
増

え
る
一
方
な
の
に
、
住
宅
新
築
が

止
ま
ら
な
い
と
い
う
も
の
だ
。
建

築
学
の
野
沢
千
絵
氏
は
「
産
官
民

が
つ
く
り
出
し
た
『
住
宅
過
剰
社

会
』
の
歪
み
」
(
『
中
央
公
論
』

4
月
号
)
で
、
「
リ
1
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
と
同
じ
事
態
が
起
こ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
危
ぶ
ん
だ
。

激
動
す
る
国
際
社
会
に
ど
う
姉

崎
す
る
か
。
そ
の
た
め
に
、
い
か

に
国
内
を
安
定
さ
せ
る
か
。
難
題

か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
に
取
り
組
む

こ
と
が
、
来
年
は
よ
り
一
層
求
め

ら
れ
る
。
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